














































































く1)' Get) =GoLct)・Met)(Go>O) 
























































































(2)' Mct)=MoP(t)r (Mo>O, 0く7く1)






がえられる。（8）式を示す曲線を以後 G 曲線また（7）＇式を示す直線を A 直線
と呼ぶことにする。但し（7）＇式の両辺に Acめをかけて変形すると，
(7)" dAet〕／dt＝αGet〕一〈α－a)Act)























































































(10) P* =[01G0Mor /02] 1-1 
で与えられる。更に（4）及び（10）式を利用すると極大成長率 g＊ は，
「1-r1 「rl r 1 (11) g* =02＼一一－＼P*=[1-r〕＼+¥ 1-r [o1G0Mo] 1-r 
L r ..J L 02_J 











ために必要な αと bの組合せを示すであろう。これは第五図の曲線 MNに
よって示されている。いまかりに第五図の第一象限部分〈但し αくα〉のすべ








































































(2) 以下の議論は Barnard〔2〕Simon〔10] • [ 7 Jにおいて展開された理論に治って
行なわれる。協働システムの性格・企業の目的・経営者の役割・権限の概念等につい
ては上掲書を参照せよ。



















れらの目標の中何が「より主要であるか」はいわゆる‘ lexicographicutility function' 
によって巧みに説明できる。この点については Encarnation’〔5〕をみよ。









{5) 「圧迫度」と言う概念は Bonini[ 3］の‘indexof pressure’（瀬岡口6］を参照）



























ていない。これについては Straussand Sayles [14］をみよ。
(7) 参加意欲の問題は Barnard〔2] の＇zoneof indifference，及び Simon〔10] の！
‘area of acceptance’と密接に関連している。また Marchand Simon [ 7 ] chap 4 を
参照せよ。
















(March and Simon [ 7〕p.48)
(1) (1）’式は技術不変且つ規模に関する収穫不変を前提している。（3）’式は（3）式の線型他
である 0












March and Simon [ 7］の generalmodelでは searchrateが satisfactionに線型関
係をもって依存しているが我々のモデノレでは前者は圧迫度，後者は要求水準の達成度
として表わされている。両モデノレの差異は Marrchand Simonモデソレでは要求水準，
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A. W. Gouldner：“Patterns of Industrial Bureaucracy" (1955）は経営者と労働者の聞
の価値分裂を明確に意識して圧迫度（Closenessof Supervision）と bureaucraticrules 
との聞の関係を分析した示唆に富む労作である。
この論文は野崎ゼミナ｛ノレ及び富山大学経済学会で読まれた。席上有益なコメントを
与えられた野崎・武・大谷・下川・妙見・藤原等の先生方及ひ。学生諸兄に感謝する。
尚本稿の基礎をなすアイデアは野崎富作教授（富山大学〉の示唆と指導によるもので
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